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展示型ワークショップ

ぬいかけの植物園計画室の子どもたちとアーティスト中島佑太らが、展示中の植物園で
来場者向けのワークショップを行います。

ふだん月曜日は休館している北九州市立美術館・本館が、１日だけ特別に「キッズ＆ユース・デー」として開館します！
おしゃべりをしても音を立ててもこの日だけは気にしないで大丈夫です。

【期　間】10月24日（火）～11月12日（日） 美術館開館日の9:30～ 17:30

【日　時】10月28日（土）・29日（日）　各日 10:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
【会　場】北九州市立美術館・本館　エントランスホール
【対　象】  どなたでも。
 事前申込不要、出入り自由です。お好きな時間にご来場ください。参加者多数の場合、
 人数制限を設ける場合があります。

【日　時】2023 年8月7日（月）9:30 ～ 17:30　※入館は 17:00 まで。
【入館料】 未就学児、小・中学生など学生の皆さんはこの日、本館の展覧会を無料で

ご覧いただけます。
【その他】当日は子ども向け音楽イベント（金管四重奏）も開催（13:30 ～ 14:00）。

無人版 !

有人版！

８月７日（月）はキッズ＆ユース・デー

展示期間中イベント型ワークショップ

北九州市立美術館 ･本館エントランスホールでぬいかけの植物園をどなたでもご覧いた
だけます。植物園にある様々な張り紙を読んで、遊んでみてね ! 入場および参加費無料。

磯崎新が設計した北九州市立美術館本館と
その周辺を表現した模型をつくります。

参加者募集!

こちらはどなたも無料で
お楽しみいただけます。

《ぬいかけの植物園計画室》は、アーティス
ト中島佑太と北九州の子どもたちが協働し、
植物のぬいぐるみや植物園のルールなどを
つくっている長期ワークショップ。
（最近ハムハム帝国に乗っ取られそうになっている。）

【アーティスト】 中島 佑太
ルールや思い込みにとらわれている
アーティスト。
1985年群馬県生まれ、群馬県在住
https://nakajimayuta.net/

ぬいかけの植物園計画室

紙 版 画 を つ く ろ う

【募集人数】小・中学生 20名（各回 10名）
【日　　時】2023年 11月 12日（日）　Ａ 13:00 ～ 14:30　Ｂ 15:00 ～ 16:30
【会　　場】北九州市立美術館・本館　アネックス棟３階レクチャールーム
【服　　装】汚れてもよいもの

【講　　師】 久保 直美
  福岡県北九州市在住。紙版画作家。1996 年から活動を開始。画家 故・平田逸治氏に師事し油絵・

銅版画などを学ぶ。ある時、興味を持った紙版画を独学にて取得。国内外の公募展などを通し活動の
幅を広げると共に、版画をもっと身近に感じてもらえるようなワークショップを各地で開催している。

【募集人数】小・中学生 10名
【日　　時】2024年 1月 21日（日） 14:00 ～ 16:00
【会　　場】 北九州市立美術館・本館
 エデュケーションルームＢ
【講　　師】石垣 充（西日本工業大学建築学科教授）

丘 の 上 の 双 眼 鏡 を つ く ろ う

版画の特別な道具は使用せず、身近な文房具で紙版画をつくります。


